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議
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議
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提
出
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護
・
介
護
・
保
育
分
野
に
お
け
る
有
料
職
業
紹
介
手
数
料
の
透
明
化
及
び
上
限
規
制
に
関
す

る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
看
護
・
介
護
・
保
育
分
野
に
お
け
る
有
料
職
業
紹
介
手
数
料
の
透
明
化
及
び
上
限
規
制
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
二
条
の
十
三
、
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年

労
働
省
令
第
十
二
号
）
第
二
十
四
条
の
五
第
二
項
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
（
職
業
安
定
法
第
三
十
二

条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
求
職
者
に
対
し
、
求
職
の
申
込
み
を
受

理
し
た
後
、
速
や
か
に
、
取
り
扱
う
職
種
の
範
囲
、
徴
収
す
る
手
数
料
に
関
す
る
事
項
、
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
事
項
等
に

つ
い
て
、
書
面
の
交
付
等
の
方
法
に
よ
り
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
求

職
者
が
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
を
選
択
す
る
に
当
た
っ
て
、
各
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
事
業
の
内
容

全
般
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
求
職
者
が
御
指
摘
の
よ

う
な
「
自
ら
の
就
職
・
転
職
に
伴
い
求
人
者
側
に
発
生
す
る
」
個
別
の
「
紹
介
手
数
料
の
金
額
又
は
料
率
」
を
把
握
す
る
こ

と
ま
で
は
必
ず
し
も
必
要
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
お
尋
ね
の
「
実
態
」
自
体
が
問
題
で
あ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
ま

た
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
「
有
料
職
業
事
業
者
に
対
し
、
（
中
略
）
義
務
付
け
る
」
こ
と
ま
で
は
必
要
で
は
な
い
と
考
え
て
い



 

２ 

 

る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
手
数
料
実
績
公
開
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
職
業
安
定
法
第
三
十
二
条
の
十
六
第
三
項
及
び
職
業
安
定
法
施
行

規
則
第
二
十
四
条
の
八
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
「
取
扱
職
種
ご
と
の
常
用
就
職
一
件
当
た
り
の
平
均
手
数
料
率
」
等
の

「
実
績
」
を
「
公
開
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
「
求
職
者
本
人
」
が
「
自
ら
の
就
職
・
転
職

に
伴
っ
て
具
体
的
に
ど
の
程
度
の
紹
介
手
数
料
が
発
生
す
る
の
か
」
に
つ
い
て
「
公
開
」
す
る
こ
と
ま
で
は
必
ず
し
も
必
要

で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
「
現
行
の
手
数
料
実
績
公
開
制
度
が
、
求
職
者
本
人
に
対
す
る
情
報
提
供
と
し
て
十
分
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
か
」
と
の
お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
求
職
者
本
人
に
対
す

る
情
報
提
供
」
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
求
職
者
が
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
を
選
択
す
る
に
当
た
っ

て
、
職
業
安
定
法
第
三
十
二
条
の
十
三
、
職
業
安
定
法
施
行
規
則
第
二
十
四
条
の
五
第
二
項
等
の
規
定
に
基
づ
き
、
必
要
な

「
情
報
提
供
」
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
紹
介
手
数
料
」
の
水
準
は
労
働
市
場
の
需
給
の
状
況
に
応
じ
て
変
動
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
職
業
紹



 

３ 

 

介
に
要
す
る
経
費
も
求
人
の
内
容
に
応
じ
て
様
々
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
「
紹
介
手
数
料
に
つ
い
て
年
収
に
対
す

る
一
定
割
合
又
は
一
定
金
額
を
上
限
と
す
る
規
制
」
を
一
律
に
設
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
令
和

八
年
六
月
二
日
の
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
上
野
厚
生
労
働
大
臣
が
「
仮
に
上
限
を
高
く
設
定
し
た
場
合
は
、

高
い
水
準
に
収
れ
ん
、
固
定
化
し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
、
ま
た
、
過
度
に
低
く
設
定
し
た
場
合
に
は
、
現
場
の
体
制
維

持
が
困
難
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
お
話
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
上
限
規
制
自
体
に
つ
い
て
は
厚
生

労
働
省
と
し
て
も
同
様
の
観
点
か
ら
慎
重
な
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
求
職
者
へ
の
情
報
提
供
」
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
「
不
十
分
」

で
あ
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
の
「
求
職
者
へ
の
」
自
ら
の
「
紹
介
手
数
料
の
事
前
告
知
」
の
よ
う
な
「
制
度
見
直

し
」
は
考
え
て
い
な
い
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
手
数
料
上
限
規
制
」
に
関
し
て
は
、
三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
短
期
離
職
時
の
返
戻
金
制
度
の
義
務
化
」
に
つ
い
て
は
、
「
短
期
離
職
時
」
に
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
と

就
職
先
と
の
間
に
「
紹
介
手
数
料
」
の
支
払
に
関
す
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
職
業
安
定
法
第
四
十
八



 

４ 

 

条
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
た
「
職
業
紹
介
事
業
者
、
求
人
者
、
労
働
者
の
募
集
を
行
う
者
、
募
集
受
託
者
、
募
集
情
報
等
提

供
事
業
を
行
う
者
、
労
働
者
供
給
事
業
者
、
労
働
者
供
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
等
が
そ
の
責
務
等
に
関
し
て
適
切
に
対
処

す
る
た
め
の
指
針
」
（
平
成
十
一
年
労
働
省
告
示
第
百
四
十
一
号
。
以
下
「
職
業
紹
介
事
業
者
等
指
針
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
、
「
返
戻
金
」
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
や
、
職
業
紹
介
の
あ
っ
せ
ん
に
要
す
る
費
用
等
が
様
々
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
離
職
の
原
因
は
必
ず
し
も
有
料

職
業
紹
介
事
業
者
に
よ
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
に
対
し
て
一
律
に
「
返
戻

金
」
の
支
払
を
義
務
付
け
る
こ
と
ま
で
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
過
度
な
転
職
勧
奨
へ
の
規
制
強
化
」
に
つ
い
て
は
、
職
業
紹
介
事
業
者
等
指
針
に
お
い
て
、
有
料
職
業
紹
介

事
業
者
が
求
職
者
に
対
し
て
金
銭
等
を
提
供
す
る
こ
と
及
び
そ
の
紹
介
に
よ
り
就
職
し
た
者
（
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契

約
を
締
結
し
た
者
に
限
る
。
）
に
対
し
て
当
該
就
職
し
た
日
か
ら
二
年
間
転
職
の
勧
奨
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
を
示
し
て

お
り
、
さ
ら
に
、
令
和
七
年
一
月
か
ら
は
、
職
業
安
定
法
第
三
十
二
条
の
五
第
一
項
及
び
第
三
十
二
条
の
九
第
一
項
第
三
号

の
規
定
並
び
に
令
和
六
年
九
月
三
十
日
付
け
厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
長
通
達
「
「
職
業
紹
介
事
業
の
業
務
運
営
要
領
」
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」
別
添
「
職
業
紹
介
事
業
の
業
務
運
営
要
領
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
を
行
わ
な
い
こ
と
を
有
料
職
業
紹



 

５ 

 

介
事
業
の
許
可
の
条
件
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
条
件
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
当
該
許
可
の
取
消
し
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
更
な
る
「
規
制
強
化
」
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
こ
う
し
た
取
組

を
適
切
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 


